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日
中
の
近
代
史
は
し
ば
し
ば
対
比
的
に
論
じ
ら
れ
る
が
、
特
に
そ
の

条
約
改
正
の
歩
み
は
対
照
的
で
あ
る
。
両
国
は
ほ
ぼ
同
時
期
に
同
じ
よ

う
な
不
平
等
条
約
を
西
洋
諸
国
と
の
聞
に
締
結
し
た
。
そ
り
不
平
等
条

約
体
系
の
根
幹
を
な
し
た
由
が
片
務
的
治
外
法
権
的
特
権
(
以
下
「
治

外
法
権
」
と
す
る
)
で
あ
る

(40
こ
の
治
外
法
権
に
対
し
、
明
治
日

本
は
早
く
か
ら
法
制
改
革
に
取
り
組
み
、
一
八
九
九
年
に
そ
の
撤
廃
に

成
功
し
た
が
、
一
九
世
紀
後
半
の
清
朝
中
国
で
は
、
治
外
法
権
撤
廃
も

そ
の
た
め
の
法
制
改
革
も
熱
心
に
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
ぞ
れ
が

撤
廃
さ
れ
た
の
は
よ
う
や
く
一
九
四
三
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

で
は
、
一
九
世
紀
後
半
に
お
け
る
治
外
法
権
に
対
す
る
日
清
白
対
照

的
な
態
度
は
何
に
起
因
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
書
は
こ
の
よ
う
な
問
い

を
出
発
点
に
、
新
た
な
視
点
か
ら
ア
ジ
ア
に
お
け
る
治
外
法
権
問
題
を

捉
え
直
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
治
外
法
権
は
既
成
品
と
し
て
ア
ジ
ア
に

移
入
さ
れ
た
も
の
で
は
主
く
、
そ
拍
地
方
の
先
例
や
権
力
認
識
、
社
会

制
度
と
の
対
話
の
中
で
展
開
し
た
」
も
の
で
あ
る
(
一
八

O
頁
)
と
す

る
本
書
は
、
治
外
法
権
の
展
開
に
影
響
を
与
え
た
清
朝
の
在
来
の
法
秩

田

子

序
と
し
て
、
異
な
る
民
族
や
社
会
集
団
に
異
な
る
法
を
適
用
す
る
「
法

的
多
元
主
義

(
Z
宮
J
E邑
訪
問
出
)
」
と
「
会
審
(
会
同
審
理
)
」
制
度

に
着
目
す
る
。
ま
た
、
日
清
修
好
条
規
が
双
務
的
領
事
裁
判
権
を
規
定

し
て
い
た
こ
と
を
重
視
し
、
治
外
法
権
の
展
開
を
、
清
朝
と
西
洋
、
日

本
と
西
洋
の
二
者
聞
で
は
な
く
、
日
・
清
・
西
洋
の
三
者
間
関
係
の
中

で
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
す
る
。
以
上
が
本
書
の
問
題
意
識
と
ア
プ

ロ
ー
チ
方
法
で
あ
る
が
、
次
に
本
書
の
目
次
と
内
容
を
紹
介
し
よ
う
。

月
ロ
布
仇

序
論
第
一
章

第第

章章

発
掘
さ
れ
る
治
外
法
権

l
中
固
と
日
本
に
お
け
る
法
的

多
元
主
義
と
臣
民
性

(
2
2
R
F。
日
午
、
国
家
建
設
の

遺
産
T
1

成
文
化
さ
れ
る
治
外
法
権
|
中
国
の
「
不
平
等
条
約
」

i

制
度
化
さ
れ
る
治
外
法
権

l
上
海
の
会
審
公
解
と
イ
ギ

リ
ス
高
等
法
院
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司
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追
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一
八
六

0
1
一
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二
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i

第
五
章

第
六
章

結
論
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ま
ず
第
一
章
で
は
、
治
外
法
権
の
展
開
を
左
右
し
た
前
提
条
件
と
し

て
、
近
世
に
お
け
る
日
清
の
「
法
的
多
元
主
義
」
の
様
相
を
確
認
す

る
。
満
洲
族
の
支
配
す
る
清
朝
中
国
で
は
、
満
洲
旗
人
は
広
範
な
法
的

特
権
を
有
L
、
旗
人
と
民
人
は
管
轄
を
異
に
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
旗

民
聞
の
訴
訟
を
扱
う
理
事
同
知
が
設
置
さ
れ
た
が
、
本
書
は
こ
の
問
事

同
知
が
、
会
審
公
際
会
審
官
の
重
要
な
前
例
と
な
っ
た
と
す
る
。
ま

た
、
旗
民
双
方
に
関
わ
る
殺
人
や
自
殺
は
理
事
同
知
と
地
方
官
と
が
会

同
し
て
審
理
を
行
な
っ
た
が
、
こ
の
会
審
制
度
の
発
展
が
条
約
港
に
お

け
る
治
外
法
権
の
制
度
化
に
重
大
な
意
味
を
持
っ
た
と
指
摘
す
る
。
清

朝
中
国
の
「
法
的
多
元
主
義
」
が
満
漢
と
い
う
民
族
区
分
に
基
づ
く
の

に
対
し
、
江
戸
時
代
の
日
本
の
「
法
的
多
元
主
義
」
を
特
徴
づ
け
た
の

は
幕
藩
体
制
と
身
分
制
度
で
あ
る
。
だ
が
、
い
ず
れ
も
明
治
初
期
に
廃

止
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
「
法
的
多
元
主
義
」
が
中
央
集
権
的
な
明
治
日

本
に
影
響
を
残
す
こ
と
は
な
か
っ
た
と
し
、
本
書
は
こ
こ
に
、
満
漢
の

区
別
と
多
元
的
法
秩
序
が
二

O
世
紀
初
め
ま
で
織
統
し
た
清
朝
中
国
と

の
顕
著
な
違
い
を
見
出
す
。

第
二
章
は
、
ア
ヘ
ン
戦
争
以
前
に
お
け
る
外
国
人
に
対
す
る
清
朝
司

法
権
の
適
応
状
況
と
、
ア
ヘ
ン
戦
争
後
の
諸
条
約
を
分
析
す
る
。
ア
ヘ

ン
戦
争
以
前
、
清
朝
は
マ
カ
オ
や
広
州
に
滞
在
す
る
外
国
人
に
対
し
広

範
な
法
的
自
治
権
を
与
え
て
い
た
が
、
外
国
人
に
よ
る
清
国
人
殺
害
事

件
は
清
朝
の
司
法
権
の
も
と
に
置
こ
う
と
し
た
。
二
度
の
ア
ヘ
ン
戦
争

と
一
連
の
不
平
等
条
約
に
よ
り
、
治
外
法
権
の
基
本
的
枠
組
み
が
確
立

し
、
条
約
国
人
と
清
国
人
と
の
混
合
事
件
に
つ
い
て
、
刑
事
事
件
は
被

告
主
義
に
基
づ
く
領
事
裁
判
権
が
、
民
事
事
件
は
領
事
に
よ
る
調
停

主
、
調
停
が
不
成
功
に
終
わ
っ
た
場
合
の
清
朝
地
方
官
と
の
会
審
が
定

め
ら
れ
た
。
た
だ
、
英
靖
夫
津
条
約
第
一
六
条
は
、
英
文
テ
キ
ス
ト
が

刑
事
事
件
の
被
告
主
義
に
よ
る
領
事
裁
判
権
を
規
定
し
、
最
後
に
両
国

は
公
平
な
審
理
に
努
め
る
こ
と
と
す
る
の
に
対
し
、
中
文
テ
キ
ス
ト
の

最
後
は
、
両
国
は
「
会
同
し
て
公
平
に
審
断
」
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。
本
書
は
、
こ
の
訳
文
の
相
違
が
な
ぜ
起
こ
っ
た
の
か
は
分
か
ら
な

い
が
、
こ
の
「
会
審
規
定
」
に
よ
り
、
外
国
人
を
被
告
と
す
る
事
件
申

審
理
に
清
朝
官
吏
が
関
与
す
る
余
地
が
開
か
れ
、
清
朝
は
い
く
ら
か
の

失
地
を
回
復
で
き
た
と
す
る
。

第
三
章
は
、
治
外
法
権
の
実
際
の
運
用
に
あ
た
り
一
八
六

0
年
代
の

上
海
に
組
織
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
高
等
法
院
と
会
審
公
癖
に
注
目
し
、
設

立
の
経
緯
と
そ
白
意
義
に
つ
い
て
論
じ
る
。
高
等
法
院
の
設
立
は
イ
ギ

リ
ス
領
事
法
廷
の
組
織
化
に
関
わ
る
が
、
こ
れ
に
よ
り
イ
ギ
リ
ス
人
犯

罪
者
を
香
港
に
送
致
す
る
こ
と
な
く
犯
罪
地
司
近
く
で
裁
く
こ
と
が
可

能
と
な
り
、
ま
た
清
朝
官
僚
が
裁
判
に
直
接
圧
力
を
加
え
る
こ
と
も
可

能
に
な
っ
た
と
す
る
。
一
方
の
会
審
公
解
は
、
租
界
内
の
清
国
人
お
よ

び
無
条
約
国
人
を
管
轄
す
る
司
法
機
関
で
あ
る
。
清
朝
か
ら
告
審
官
が
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任
命
さ
れ
審
理
を
担
当
し
た
が
、
外
国
人
の
利
益
が
関
わ
る
事
件
は
、

会
審
官
と
外
国
人
補
佐
人
が
会
審
し
た
。
本
書
は
、
そ
の
名
称
(
「
会

審
」
お
よ
び
「
公
癖
」
)
や
会
審
官
の
官
制
上
の
地
位
、
会
審
章
程
の

中
文
テ
キ
ス
ト
等
に
分
析
を
加
え
、
清
朝
官
僚
は
こ
の
法
廷
を
自
ら
の

法
制
度
に
な
ぞ
ら
え
て
理
解
し
て
い
た
と
す
る
。
そ
し
て
、
天
津
条
約

第
二
ハ
条
の
「
会
審
規
定
」
に
基
づ
き
、
刑
事
混
合
事
件
に
お
い
て
被

害
者
側
司
会
審
を
当
然
視
す
る
清
朝
官
僚
か
ら
す
れ
ば
、
会
審
公
廊
に

お
け
る
外
国
補
佐
人
の
存
在
も
ま
た
、
被
害
者
側
の
法
廷
へ
の
参
加
と

し
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
清
朝
は
自
ら
の
制
度
で

あ
る
会
審
を
適
用
す
る
こ
と
で
、
治
外
法
権
を
換
骨
奪
胎
し
て
双
方
向

的
な
も
の
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
会
審
公
癖
で
の
外
国
人
補

佐
人
の
権
限
拡
大
は
、
同
時
に
領
事
法
廷
へ
の
清
朝
宮
吏
の
介
入
を
も

た
ら
す
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
懸
念
し
た
イ
ギ
リ
ス
公
使
ウ
ェ

1
ド

は
、
チ
ー
フ

1
協
定
(
一
八
七
六
年
)
に
お
い
て
「
会
審
」
の
内
容
を

「
観
審
」
に
限
定
し
た
と
す
る
。

清
朝
中
国
で
は
治
外
法
権
は
会
審
と
と
も
に
展
開
し
た
の
に
対
し
、

幕
末
の
日
本
が
西
洋
諸
国
と
締
結
し
た
諸
条
約
は
、
被
告
主
義
を
原
則

と
す
る
領
事
裁
判
権
を
規
定
す
る
の
み
だ
っ
た
。
そ
の
日
本
へ
会
審
制

度
を
持
ち
込
ん
だ
の
が
日
清
修
好
条
規
で
あ
る
。
第
四
章
・
第
五
章

は
、
日
清
問
自
治
外
法
権
に
対
す
る
態
度
の
相
違
を
、
こ
の
会
審
に
対

す
る
態
度
の
相
違
を
軸
に
論
じ
る
。
第
四
章
で
は
、
日
清
修
好
条
規
の

性
質
に
つ
い
て
論
じ
、
こ
れ
を
清
朝
が
会
審
と
い
う
自
ら
の
理
解
す
る

治
外
法
権
の
原
理
を
日
本
に
輸
出
し
た
も
の
と
し
、
一
方
、
条
約
改
正

を
課
題
と
す
る
明
治
日
本
は
、
そ
の
障
害
と
な
る
そ
れ
ら
の
条
項
の
改

正
を
急
務
と
し
た
と
す
る
。
第
五
章
は
、
そ
の
よ
う
な
日
清
間
で
起

こ
っ
た
刑
事
事
件
、
特
に
両
国
人
聞
の
殺
人
事
件
を
取
り
上
げ
、
修
好

条
規
に
基
づ
き
会
審
を
求
め
る
清
朝
と
こ
れ
を
拒
否
す
る
日
本
と
の
対

立
の
様
相
を
検
討
す
る
。
そ
こ
で
は
、
清
朝
官
僚
が
自
ら
の
法
や
慣
習

に
基
づ
い
て
事
態
を
捉
え
、
そ
の
法
秩
序
を
日
本
に
拡
大
し
よ
う
と
す

る
の
に
対
し
、
条
約
改
正
を
急
ぐ
日
本
は
、
国
際
法
や
西
洋
的
刑
事
訴

訟
手
続
き
を
巧
妙
に
利
用
し
、
修
好
条
規
の
規
定
す
る
清
朝
へ
の
義
務

か
ら
逃
れ
よ
う
と
す
る
様
が
描
か
れ
て
い
る
。

最
後
に
第
六
章
で
は
、
日
本
の
治
外
法
権
撤
廃
ま
で
の
過
程
を
概
観

し
、
明
治
日
本
で
は
条
約
改
正
と
そ
の
た
め
の
法
制
度
の
改
革
が
国
を

挙
げ
て
議
論
さ
れ
た
の
に
対
L
、
一
九
世
紀
後
半
の
清
較
で
は
そ
う
し

た
日
本
の
動
き
が
大
き
な
関
心
を
呼
ぶ
こ
と
が
な
か
っ
た
背
景
に
つ
い

て
、
以
下
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、
明
治
日
本
は
、
維
新
後

す
ぐ
に
藩
と
身
分
制
度
を
廃
止
し
、
近
代
国
家
建
設
の
前
提
で
あ
る
平

等
な
市
民
の
創
設
に
着
手
し
た
こ
と
か
ら
、
社
会
全
体
で
治
外
法
権
撤

廃
の
議
論
が
起
こ
っ
た
ロ
一
方
、
清
朝
治
下
の
中
国
で
は
、
条
約
改
正

の
前
提
と
な
る
法
制
改
革
は
満
洲
族
特
権
に
抵
触
す
る
た
め
、
治
外
法

権
撤
廃
の
議
論
は
起
こ
ら
ず
、
そ
の
満
洲
族
特
権
を
廃
止
し
て
法
制
改

革
が
進
む
の
は
二

O
世
紀
初
頭
の
こ
と
で
あ
っ
た
、
と
。

こ
り
よ
う
に
本
書
は
、
清
束
中
国
と
明
治
日
本
に
お
け
る
治
外
法
権

の
展
開
の
相
違
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
近
世
に
お
け
る
「
法
的
多
元
主
義
」

の
性
質
と
そ
白
継
承
関
係
の
有
無
に
よ
っ
て
説
明
し
、
清
朝
治
下
の
中

国
が
会
審
と
い
う
満
漢
の
紛
争
処
理
の
制
度
を
適
用
す
る
こ
と
で
、
外

国
の
司
法
権
を
自
ら
の
法
秩
序
の
中
に
統
合
し
た
の
に
対
し
、
幕
藩
体

制
下
の
「
法
的
多
元
主
義
」
を
継
承
し
な
か
っ
た
明
治
日
本
は
、
領
事

裁
判
権
を
あ
く
ま
で
異
質
な
存
在
と
し
て
捉
え
続
け
た
と
す
る
。
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以
上
の
よ
う
に
本
書
は
、
著
者
が
日
中
で
蒐
渠
し
た
未
公
刊
史
料
を

駆
使
し
、
こ
れ
ま
で
詳
ら
か
で
は
な
か
っ
た
清
朝
の
日
本
に
お
け
る
治

外
法
権
行
使
の
歴
史
を
具
体
的
に
描
き
出
し
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の

際
、
日
清
修
好
条
規
を
通
じ
て
清
朝
が
日
本
に
持
ち
込
も
う
と
し
た
会

審
制
度
に
着
目
し
、
こ
り
時
期
白
日
清
関
係
主
治
外
法
権
研
究
に
斬
新

な
視
点
か
ら
切
り
込
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
、
清
朝
は
西
洋
白
治
外
法

権
に
会
審
制
度
を
適
用
す
る
こ
と
で
こ
れ
を
自
ら
の
法
秩
序
の
中
に
統

合
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
清
朝
が
日
清
修
好
条
規
に
こ
の
会
審
制

度
を
規
定
し
た
こ
と
は
、
清
朝
の
法
秩
序
を
日
本
に
拡
大
し
た
も
の
に

他
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
本
書
は
、
清
末
中
国
に
お
け
る
治
外
法
権

の
展
開
を
、
在
来
の
法
秩
序
と
白
連
続
性
の
点
か
ら
捉
え
直
し
、
清
朝

官
僚
の
治
外
法
権
認
識
を
め
ぐ
る
議
論
だ
け
で
な
く
、
日
清
修
好
条
規

に
基
づ
く
日
清
関
係
の
性
質
に
つ
い
て
も
、
新
し
い
見
方
を
提
唱
し
て

い
る
。
特
に
、
清
朝
の
満
漢
分
治
に
よ
る
「
法
的
多
一
元
主
義
」
の
歴
史

か
ら
清
末
中
国
に
お
け
る
治
外
法
権
の
展
開
、
そ
し
て
日
清
の
治
外
法

権
へ
の
対
応
の
相
違
と
そ
の
原
因
ま
で
を
、
会
審
制
度
を
軸
に
関
連
付

け
て
い
く
論
理
展
開
は
、
非
常
に
鮮
や
か
で
魅
力
的
で
あ
る
。

だ
が
、
そ
の
論
証
方
法
に
は
以
下
に
述
べ
る
よ
う
な
疑
問
を
感
じ
ざ

る
を
得
な
い
。

ま
ず
、
日
清
修
好
条
規
の
条
文
解
釈
に
つ
い
て
。
刑
事
混
合
事
件
の

管
轄
権
に
関
わ
る
第
二
ニ
条
は
、
日
清
聞
の
刑
事
混
合
事
件
を
分
析
対

象
、
と
す
る
本
書
後
半
部
の
議
論
の
出
発
点
で
あ
り
、
こ
の
条
文
に
対
す

る
解
釈
は
本
書
の
論
旨
に
も
極
め
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
だ

が
著
者
は
、
こ
白
条
文
白
文
意
も
、
こ
の
条
項
が
設
け
ら
れ
た
背
景
も

十
分
に
理
解
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
書
は
こ
の
長
文
の
条

項
を
刑
事
事
件
一
般
に
関
す
る
規
定
と
捉
え
て
お
り
、
ゆ
え
に
刑
事
事

件
に
関
し
て
被
告
主
義
の
原
則
を
簡
潔
に
規
定
す
る
だ
け
の
西
洋
諸
国

と
の
条
約
と
の
相
違
を
重
視
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
も
そ
も
こ
の
条
項

は
刑
事
事
件
一
般
の
規
定
と
し
て
で
は
な
く
、
日
清
両
国
人
の
共
謀
に

よ
る
凶
悪
犯
罪
や
累
衆
騒
擾
事
件
(
規
模
一

O
名
以
上
)
を
想
定
し
て

設
け
ら
れ
た
条
項
で
あ
る

(
2
)
。
こ
の
た
め
、
理
事
官
(
領
事
)
と
地

方
官
と
の
会
審
が
規
定
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
犯
人
が
条
約
港
で
逮
捕
さ

れ
た
場
合
に
限
定
さ
れ
、
内
地
で
逮
捕
さ
れ
た
場
合
は
地
方
官
の
み
が

審
理
す
る
と
す
る
な
ど
、
地
方
官
に
大
き
な
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
緊
衆
騒
擾
事
件
に
対
し
て
は
所
謂
「
就
地
正
法
」
が
規
定

さ
れ
て
い
る
。
わ
ざ
わ
ざ
こ
の
よ
う
な
特
異
な
条
項
が
設
け
ら
れ
る
あ

た
り
に
、
両
国
当
局
者
の
関
心
の
所
在
が
現
れ
て
い
よ
う
。
だ
が
本
書

は
、
条
文
内
田
両
国
人
の
共
謀
や
粟
衆
騒
擾
等
に
関
わ
る
文
言
を
完
全

に
無
視
し
て
お
り
、
ゆ
え
に
な
ぜ
「
就
地
正
法
」
が
規
定
さ
れ
て
い
る

の
か
な
と
の
点
に
つ
い
て
も
、
理
解
し
て
い
な
い
(
旦
。

ま
た
、
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、
両
圏
人
共
謀
白
犯
罪
に
対
し
会
審
を

適
用
す
る
こ
と
は
日
本
側
の
条
約
案
に
も
見
え
た
の
に
対
し
、
清
朝
側

の
草
案
で
は
、
粟
衆
騒
擾
事
件
は
内
地
・
条
約
港
の
区
別
な
く
全
て
地

方
官
の
管
轄
と
し
て
い
た
。
こ
の
種
の
事
件
に
対
し
、
清
朝
側
が
会
審

は
お
ろ
か
条
約
港
で
の
領
事
裁
判
権
吉
え
否
定
し
よ
う
と
目
論
ん
で
い

た
こ
と
が
分
か
る

(10
清
朝
側
草
案
の
背
景
に
は
、
内
地
華
人
と
結

託
し
て
凶
悪
犯
罪
を
起
こ
し
た
無
条
約
国
人
を
処
罰
し
た
く
と
も
、
そ

れ
を
金
審
に
よ
っ
て
阻
害
さ
れ
て
い
る
現
状
が
あ
り
、
日
清
聞
で
同
様

の
事
態
が
発
生
す
る
こ
と
を
防
ご
う
と
し
た
の
で
あ
る

(
5
)
。
最
終
的

に
は
、
衆
衆
騒
擾
事
件
で
も
条
約
港
内
の
場
合
は
会
審
と
さ
れ
た
が
、
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こ
の
よ
う
に
第
一
三
条
の
会
審
規
定
は
、
清
朝
か
ら
日
本
へ
の
一
方
的

な
会
審
制
度
の
輸
出
と
い
う
よ
り
、
両
国
人
が
共
謀
す
る
事
態
を
恐
れ

た
日
清
双
方
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
惑
を
も
っ
て
論
議
を
重
ね
た
産
物
で

あ
っ
た
と
考
え
た
方
が
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
以
上
の
よ
う
な

第
一
三
条
の
成
立
過
程
と
清
朝
側
の
思
惑
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
が

す
で
に
明
ら
か
に
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本
書
が
こ
の
条
文
の
分
析

に
際
し
て
そ
う
し
た
先
行
研
究
の
成
果
を
参
照
し
た
形
跡
は
み
ら
れ
な

い
。
本
書
の
議
論
が
こ
う
し
た
不
正
確
な
条
文
理
解
を
基
に
展
開
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

次
に
、
チ

1
フ
l
協
定
の
条
文
の
意
義
に
つ
い
て
。
清
英
両
国
が

チ
1
7
1協
定
の
第
二
部
第
一
一
一
条
(
6
)

に
お
い
て
天
津
条
約
第
一
六

条
の
「
会
同
し
て
」
と
は
「
観
審
」
で
あ
る
と
定
義
し
た
点
に
つ
い

て
、
本
書
は
イ
ギ
リ
ス
公
使
ウ
ェ

l
F
由
思
惑
を
推
論
し
、
会
審
公
酔

に
お
け
る
外
国
人
補
佐
人
の
権
限
を
限
定
す
る
代
わ
り
に
清
朝
宮
吏
の

領
事
法
廷
へ
の
介
入
を
防
ご
う
と
し
た
と
述
べ
る
。
だ
が
、
「
会
同
し

て
」
の
内
容
を
「
観
審
」
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
イ
ギ
リ

ス
だ
け
で
は
な
い
。
先
行
研
究
(
7
)

に
よ
っ
て
ζ

の
条
文
が
規
定
さ

れ
た
経
緯
を
確
認
す
れ
ば
、
以
下
町
よ
う
に
な
る
。
そ
も
そ
も
チ
ー

フ
l
協
定
の
締
結
は
、
雲
南
辺
界
で
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
員
の
マ

1
ガ

リ
ー
が
殺
害
さ
れ
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
。
清
朝
の
護
照
を
携
行
す
る

外
交
官
が
殺
害
さ
れ
る
と
い
う
事
態
に
対
L
、
清
朝
地
方
官
憲
に
よ
る

審
理
を
信
用
し
な
い
ウ
ェ

l
ド
は
、
雲
南
に
イ
ギ
リ
ス
官
員
を
派
遣

し
、
共
同
で
犯
人
を
取
り
調
べ
る
こ
と
を
要
求
し
た
が
、
清
朝
は
内
地

で
の
共
同
審
理
を
拒
否
、
代
わ
り
に
(
観
審
」
を
認
め
た
。
結
局
、

マ
l
ガ
リ
l
事
件
に
つ
い
て
は
イ
ギ
リ
ス
人
官
員
が
雲
南
で
調
査
を
行

な
っ
た
が
、
ウ
ェ

l
ド
は
、
内
地
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
人
の
生
命
・
財

産
に
関
わ
る
犯
罪
の
取
り
調
べ
の
場
に
イ
ギ
リ
ス
人
官
員
が
同
席
で
き

る
よ
う
定
め
る
こ
と
を
要
求
し
、
清
朝
側
も
内
地
で
由
「
観
審
」
に
同

意
し
た
。
そ
れ
が
チ
1
7
1協
定
の
第
二
部
第
三
条
の
条
文
で
あ
る
。

同
条
文
は
冒
頭
で
、
内
地
・
条
約
港
を
潤
わ
ず
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
生

剣
ぺ
矧
劇
削
闘
訓
引
制
剰
叫
叫
什
判
川
刈
刈
割
則
剖
刑
制
叶
廿
」
矧

審
」
で
き
る
と
し
、
後
半
部
分
で
は
混
合
事
件
の
裁
判
に
つ
い
て
、
被

告
側
の
官
員
が
審
理
に
あ
た
り
、
被
告
の
本
国
法
を
用
い
、
原
告
側
は

「
観
審
」
す
る
と
定
め
、
天
津
条
約
第
一
六
条
の
「
会
同
し
て
」
も
こ

の
「
観
審
」
で
あ
る
と
定
義
し
た
ロ
だ
が
本
書
は
、
同
条
文
の
前
半
部

分
(
傍
線
部
分
を
含
む
)
を
そ
も
そ
も
存
在
し
な
い
も
の
と
し
て
扱

い
、
第
三
条
後
半
部
分
を
上
海
の
会
審
公
癖
に
関
す
る
第
二
条
の
最
後

に
接
続
し
、
こ
れ
を
第
二
条
の
一
部
と
し
て
引
用
し
て
い
る
(
七
九

頁
)
。
確
か
に
第
二
条
と
第
三
条
は
相
互
に
関
連
し
あ
う
の
で
、
合
わ

せ
て
理
解
す
べ
き
も
の
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
引
用
の
仕
方
は
条
交
の
正

確
な
理
解
を
妨
げ
よ
う
。
さ
き
の
日
清
修
好
条
規
第
二
ニ
条
も
そ
う
で

あ
る
が
、
基
本
史
料
に
対
す
る
態
度
に
慎
重
さ
が
欠
け
て
は
い
な
い
だ

ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
見
落
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
だ

ろ
う
。
日
清
修
好
条
規
第
二
二
条
の
場
合
と
同
じ
く
、
こ
こ
で
も
清
朝

は
内
地
で
の
事
件
の
会
審
を
強
く
拒
絶
し
て
い
た
。
著
者
も
別
の
箇
所

で
は
、
清
朝
官
僚
は
外
国
の
治
外
法
権
は
条
約
港
内
に
限
ら
れ
る
べ
き

と
感
じ
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
(
八
三
頁
)
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
う
し
た
清
朝
官
僚
の
姿
勢
が
具
体
的
に
条
約
に
反
映
さ
れ
て
い
た
こ

と
を
十
分
に
認
識
し
て
い
な
い
。
ま
た
本
書
は
、
日
本
と
遣
っ
て
清
朝

は
外
国
の
司
法
権
を
明
確
に
区
切
る
こ
と
な
く
、
会
審
に
よ
っ
て
自
ら
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の
法
秩
序
の
中
に
統
合
し
て
い
た
と
い
う
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
条
約

港
で
の
話
で
あ
り
、
清
朝
は
外
国
の
司
法
権
を
内
地
の
そ
れ
と
切
り
離

そ
う
と
し
て
い
た
。
こ
れ
は
条
約
港
と
い
う
空
聞
の
性
質
・
役
割
を
考

え
る
上
で
、
重
要
な
点
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

清
朝
官
僚
と
国
際
法
に
つ
い
て
。
本
書
は
、
清
朝
官
僚
の
認
識
が
そ

の
固
有
の
法
概
念
・
法
秩
序
の
枠
内
で
完
結
し
て
い
た
こ
と
を
強
調
す

る
た
め
、
清
朝
官
僚
は
国
際
法
の
専
門
書
が
在
外
華
人
の
保
護
に
最
も

役
立
つ
参
考
書
だ
と
は
必
ず
し
も
考
え
て
お
ら
ず
、
治
外
法
権
問
題
の

交
渉
に
際
し
て
も
た
ま
に
し
か
国
際
法
に
言
及
し
な
か
っ
た
と
、
十
分

な
論
拠
を
挙
げ
ず
に
断
定
し
て
い
る
(
一
一
四
五
頁
)
。
だ
が
、
こ
の
よ

う
な
断
定
は
性
急
に
週
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
そ
れ
を

第
五
章
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
長
崎
ア
へ
ン
事
件
(
一
八
八
三
年
)

の
場
合
で
確
認
し
て
み
た
い
。
こ
の
問
題
に
関
す
る
日
清
間
の
外
交
文

書
を
見
る
と
、
そ
こ
で
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
国
際
法
に
基
づ
い
た
論
争
が

繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
繋
庶
昌
公
使
と
井
上
馨
外
務
卿

の
聞
で
交
わ
さ
れ
た
一
連
の
照
会
は
、
ア
ヘ
ン
取
り
締
ま
り
の
た
め
に

日
本
人
巡
査
が
清
国
理
事
官
の
同
意
な
く
居
留
地
内
の
華
人
宅
に
踏
み

込
み
、
清
国
人
を
殺
傷
す
る
に
至
っ
た
行
為
が
、
国
際
法
や
条
約
に
反

す
る
か
否
か
を
主
た
る
争
点
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
禦
庶
回
国

は
、
井
上
馨
に
宛
て
た
一
連
の
照
会
の
中
で
国
際
法
に
言
及
す
る
だ
け

で
な
く
、
「
西
洋
各
国
も
憤
憩
を
感
じ
て
い
る
」
、
「
(
責
任
を
陵
昧
に
す

る
形
で
の
事
件
の
収
束
は
)
我
が
民
衆
が
許
さ
な
い
だ
け
で
な
く
、
天

下
万
国
の
公
使
も
許
さ
な
い
」
と
も
述
べ
て
い
る

(
8
)
。
こ
れ
ら
の
史

料
は
、
日
本
側
を
論
難
す
る
に
あ
た
り
、
察
庶
昌
が
国
際
法
や
「
西

洋
」
を
利
用
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。
し
か
し
、
著
者
は

外
交
史
料
館
で
こ
の
長
崎
ア
ヘ
ン
事
件
に
関
す
る
一
次
史
料
を
調
査
し

て
お
り
、
骨
密
庶
昌
の
井
上
宛
照
会
も
目
に
し
て
い
た
は
ず
だ
が
、
こ
の

よ
う
な
日
清
聞
の
論
争
に
は
全
く
言
及
し
て
い
な
い
(
旦
。

ま
た
、
繋
庶
畠
の
照
会
が
示
す
よ
う
に
、
日
清
聞
の
交
渉
に
お
い
て

「
西
洋
」
の
存
在
が
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
。
日
・
清
・
西
洋
の

三
者
間
関
係
白
な
か
で
治
外
法
権
問
題
を
論
じ
る
と
い
う
の
な
ら
ば
、

こ
の
よ
う
な
日
清
聞
に
お
け
る
「
西
洋
」
要
素
の
意
味
も
ま
た
検
討
さ

れ
て
し
か
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

会
審
公
癖
(
洋
樫
浜
理
事
公
隣
)
と
元
代
の
約
会
と
の
関
連
に
つ
い

て
。
元
代
の
約
会
と
は
、
異
な
る
階
級
、
職
業
、
官
職
、
民
族
等
の
間

で
の
民
事
訴
訟
に
つ
い
て
、
関
係
代
表
者
と
官
憲
と
の
聞
で
立
会
審
理

を
行
な
っ
た
制
度
の
こ
と
で
、
近
代
中
国
に
お
け
る
会
審
制
度
の
原
型

を
こ
の
約
会
に
求
め
る
説
と
そ
れ
を
否
定
す
る
説
が
あ
る
(
叩
)
。
こ
の

点
に
つ
い
て
、
本
曹
は
「
公
隣
」
と
い
う
名
称
に
着
目
し
、
元
の
約
会

と
会
審
公
癖
と
の
関
連
性
を
主
張
し
て
い
る
。
本
書
に
よ
れ
ば
、
清
朝

官
僚
は

5
0
冨
回
以
内
己
円
。
ロ
コ
に
「
公
癖
」
と
い
う
一
般
的
で
は
な
い
名

称
を
選
択
し
た
が
、
こ
の
「
公
癖
」
と
い
う
語
は
元
代
に
約
会
を
運
営

し
た
代
表
者
に
対
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
(
一
七
、
六

七

1
六
八
頁
)
。
つ
ま
り
、
清
朝
官
僚
は
元
代
の
約
会
を
念
頭
に
お
い

て
「
公
解
」
の
語
を
用
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
本
書
は
さ
ら
に
そ
こ

か
ら
、
上
海
の
会
審
公
解
に
お
い
て
共
同
審
理
を
行
な
う
外
国
人
補
佐

人
の
地
位
は
、
こ
の
約
会
の
代
表
者
に
な
ぞ
ら
え
一
て
清
朝
側
に
受
け
入

れ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
彼
ら
自
身
の
認
識
は
と
も
か
く
、
清
朝
の

法
秩
序
の
中
に
統
合
さ
れ
て
い
た
と
す
る
(
六
八
夏
)
。
だ
が
、
「
公

解
」
が
元
の
約
会
の
代
表
者
を
指
す
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
本
書
が
典
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拠
と
し
て
挙
げ
る
『
元
典
章
』
巻
五
三
「
約
会
」
に
は
、
「
公
解
」
り

語
は
見
当
た
ら
な
い
。
元
代
で
は
「
公
癖
」
に
特
別
な
意
味
が
あ
っ
た

こ
と
を
評
者
が
知
ら
な
い
だ
け
か
も
し
れ
な
い
が
、
会
審
公
癖
は
会
審

街
門
と
も
呼
ば
れ
た
よ
う
に
、
「
公
癖
」
は
一
般
的
に
役
所
を
意
味
す

る
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

清
朝
中
国
で
治
外
法
権
撤
廃
が
議
論
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い

て
。
本
書
は
、
一
九
世
紀
後
半
の
中
国
で
、
治
外
法
権
撤
廃
が
宮
場
や

条
約
港
社
会
で
議
論
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
、
条
約
改
正
の
前

提
と
な
る
法
制
改
革
が
満
洲
族
特
権
に
抵
触
す
る
か
ら
だ
と
断
言
し
て

い
る
が
、
そ
こ
で
は
何
の
論
拠
も
示
し
て
い
な
い
(
一
六
三
夏
)
。
本

曹
は
清
朝
宮
僚
の
認
識
を
論
じ
て
い
な
が
ら
、
清
朝
官
僚
の
文
書
を
引

用
す
る
こ
と
が
少
な
い
の
で
、
こ
こ
で
本
書
に
か
わ
っ
て
李
鴻
章
の
認

識
の
一
端
を
確
認
し
て
み
た
い
。
マ

1
ガ
リ

1
事
件
の
際
、
総
税
務
司

ハ
l
ト
が
混
合
訴
訟
に
お
け
る
華
洋
共
通
の
訴
訟
手
続
き
の
制
定
を
提

案
し
た
り
に
対
し
、
李
鴻
章
は
総
理
街
門
宛
の
文
書
で
、
「
い
ま
中
外

の
政
教
・
法
律
は
は
る
か
に
異
な
り
、
洋
人
を
我
に
従
わ
せ
る
こ
と
も

出
来
な
い
上
、
中
国
の
法
律
を
改
め
て
洋
に
従
う
こ
と
も
不
都
合
で
あ

る
」
と
述
べ
て
お
り
(
口
、
確
か
に
治
外
法
権
を
撤
廃
で
き
る
よ
う
な

法
制
改
革
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
だ
が
、
こ

こ
で
李
鴻
章
が
念
頭
に
お
い
て
い
る
法
制
改
革
と
は
、
満
洲
族
の
法
的

特
権
と
ど
の
程
度
関
わ
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
西
洋
が
求
め
た
の

は
、
西
洋
人
の
中
国
に
お
け
る
経
済
活
動
の
白
由
を
保
証
し
、
そ
の
生

命
財
産
を
保
護
す
る
に
十
分
な
法
制
度
で
あ
ろ
う
。
だ
が
そ
れ
は
、

清
朝
中
国
の
統
治
体
制
、
つ
ま
り
国
家
と
社
会
の
関
係
や
法
の
あ
り
方

と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
西
洋
と
の
豊
富
な
交
渉
経
験
を
有
す
る
李

鴻
章
が
念
頭
に
お
い
た
法
制
改
革
も
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
も
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
そ
も
そ
も
李
鴻
章
ら
清
朝
官
僚
は
、
法
制
を
改
め
て
で
も
治

外
法
権
を
撤
廃
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
要
性
・
緊
急
性
を
感
じ
て
い

た
の
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
李
鴻
章
が
曾
紀
津
に
宛
て
た
書
簡
に
は
、

中
国
が
将
来
、
自
強
で
き
た
な
ら
、
そ
の
時
に
は
条
約
を
改
正
し
て
領

事
の
過
大
な
権
限
を
取
り
去
れ
よ
う
が
、
い
ま
の
中
国
に
は
そ
の
余
裕

も
な
い
し
、
双
方
の
刑
章
律
法
が
大
き
く
異
な
る
の
で
、
外
国
側
に
も

口
実
が
あ
る
、
と
ま
ず
自
強
が
先
だ
と
述
べ
て
い
る
(
世
)
。

本
書
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
租
界
行
政
や
会
審
公
障
は
清
国
人
と
の

協
力
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
た
も
の
で
あ
る
。
二
度
の
ア
ヘ
ン
戦
争
を
経

て
、
一
九
世
紀
半
ば
に
い
わ
ゆ
る
不
平
等
条
約
体
制
が
確
立
し
た
と
さ

れ
る
が
、
租
界
行
政
、
外
国
人
税
務
司
制
度
な
ど
、
西
洋
が
享
受
し
た

不
平
等
条
約
特
権
は
、
条
約
港
と
い
う
新
し
い
社
会
の
秩
序
建
設
に
際

し
、
外
国
人
に
様
々
な
業
務
を
「
委
託
」
し
た
結
果
と
い
う
白
が
清
朝

側
の
認
識
で
あ
り
、
実
態
で
あ
っ
た
(
悶
)
。
こ
の
意
味
で
西
洋
の
治
外

法
権
も
清
朝
の
秩
序
の
中
に
あ
っ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ

が
、
そ
う
し
た
状
況
は
、
二

O
世
紀
に
は
主
権
の
侵
害
と
し
て
危
機
感

を
持
っ
て
捉
え
ら
れ
、
抜
本
的
な
制
度
改
革
が
議
論
さ
れ
る
こ
と
と
な

る
。
こ
の
点
に
関
L
、
例
え
ば
本
野
英
一
の
研
究
(
同
)
は
、
西
洋
の

不
平
等
条
約
特
権
が
清
朝
中
国
の
支
配
体
制
の
基
盤
を
掘
り
崩
し
、
秩

序
再
編
の
た
め
の
制
度
改
革
が
急
務
と
な
っ
た
経
緯
を
明
ら
か
に
し
て

い
る
。
一
方
、
本
書
は
、
西
洋
の
治
外
法
権
は
清
朝
の
法
秩
序
の
中
に

統
合
さ
れ
た
た
め
、
清
朝
官
僚
の
認
識
に
な
ん
ら
変
化
を
も
た
ら
さ
な

か
っ
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
の
本
書
の
論
旨
か
ら
す
れ
ば
、
ゆ



え
に
一
九
世
紀
後
半
の
清
朝
中
国
で
は
治
外
法
権
撤
廃
の
議
論
が
起
こ

ら
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
満
洲
族

特
権
へ
の
抵
触
を
理
由
と
す
る
の
は
、
「
法
的
多
元
主
義
」
の
継
承
と

い
う
点
で
明
治
日
本
と
の
対
照
性
を
明
示
す
る
た
め
か
も
し
れ
な
い

が
、
い
さ
さ
か
枠
組
み
先
行
の
議
論
に
な
っ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
、
清
末
中
国
の
法
制
改
革
や
近
代
国
家
建
設
の
問
題
を
、
満
漢

の
民
族
開
通
K
収
散
さ
せ
て
論
じ
る
こ
と
は
、
確
か
に
そ
う
し
た
側
面

が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
問
題
の
本
質
を
見
失
わ
せ
は
し
な
い
だ
ろ
う

か
。
特
に
治
外
法
権
と
の
関
係
で
い
え
ば
、
や
は
り
法
治
主
義
や
近
代

国
家
と
し
て
の
政
府
の
役
割
を
い
か
に
し
て
確
立
す
る
か
が
、
清
末
中

国
の
直
面
し
た
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
は
い
ま
の
中
国
に
も
言
え
る
こ
と

だ
ろ
う
。

以
上
、
主
に
史
料
の
扱
い
方
、
論
証
の
仕
方
を
中
心
に
本
書
へ
の
疑

問
を
述
べ
て
き
た
。
本
書
の
視
点
が
新
し
く
論
旨
が
明
快
で
あ
る
か
ら

こ
そ
、
そ
の
論
証
方
法
が
気
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
だ
が
、
外
国
語

史
料
を
正
確
に
理
解
す
る
こ
と
は
確
か
に
難
し
い
。
だ
が
、
外
国
史
研

究
だ
か
ら
こ
そ
、
史
料
に
対
す
る
慎
重
な
態
度
が
よ
り
一
層
求
め
ら
れ

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
す
ぐ
さ
ま
仙
胆
評
に
も

跳
ね
返
っ
て
く
る
。
慎
重
に
本
書
に
接
し
た
つ
も
り
で
は
あ
る
が
、
著

者
の
意
図
を
誤
読
し
た
部
分
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
読
者
諸
氏
の
ご

叱
正
を
乞
う
。

209書評

τ注
本
書
は

dM点
目
百
吉
宮
内

MSFq=
の
語
に
つ
い
て
、
特
に
定
義

を
与
え
て
い
な
い
が
、
戦
前
の
中
国
に
お
い
て
条
約
国
人
が
享

受
し
た
領
事
裁
判
権
を
中
核
と
す
る
諾
特
権
お
よ
び
免
除
権
な

ど
の
「
治
外
法
権
的
諸
特
権
」
を
「
治
外
法
権
」
と
過
称
し
た

こ
と
か
ら
、
拙
評
で
も
そ
の
意
味
で
「
治
外
法
権
」
の
語
を
用

い
る
こ
と
と
す
る
。

(2)

王
璽
『
李
鴻
章
与
中
日
訂
約
(
一
八
七
一
)
』
、
中
央
研
究
院

近
代
史
研
究
所
、
一
九
八
一
年
、
五
七
、
六
二
頁
、
浅
古
弘

「
日
清
修
好
条
規
に
於
け
る
観
審
の
成
立
」
、
島
田
正
郎
博
士
頒

寿
記
念
講
集
刊
行
委
員
会
『
東
洋
法
史
の
探
求
島
田
正
部
博

士
頒
寿
記
念
論
集

l
』
、
汲
古
書
院
、
一
九
八
七
年
所
収
、
五

六
五
頁
。

(3)

本
書
は
こ
の
「
就
地
正
法
(
条
約
原
文
で
は
「
在
犯
事
地
方

正
法
」
)
」
の
規
定
が
緊
衆
騒
擾
事
件
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
に
気
づ
い
て
お
ら
ず
、
一
般
的
に
死
刑
は
犯
罪
地
で
執
行
す

る
こ
と
と
定
め
た
も
の
と
誤
解
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
こ
の

規
定
か
ら
、
一
八
六
九
年
に
上
海
で
清
国
人
を
殺
害
し
た
イ
ギ

リ
ス
人
が
上
海
高
等
法
院
で
裁
か
れ
、
上
海
で
処
刑
さ
れ
た
事

件
を
連
想
し
て
い
る
こ

O
五

1
一
O
六
頁
)
が
、
も
ち
ろ
ん

「
就
地
正
法
」
は
累
衆
騒
擾
事
件
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
っ

て
、
こ
の
よ
う
な
殺
人
事
件
と
は
関
係
な
い
。
問
題
は
、
条
文

を
理
解
し
て
い
な
け
れ
ば
、
そ
の
条
文
に
込
め
ら
れ
た
意
図
も

理
解
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
抗
地
正
法
」
規
定
は
、

清
朝
当
局
者
が
い
か
に
緊
衆
騒
擾
事
件
を
憂
慮
し
、
そ
白
弾
圧

を
重
視
し
て
い
た
か
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
著
者
は
全
く
異

な
っ
た
方
向
で
清
朝
の
意
図
を
推
論
し
て
い
る
。

(
4
)

浅
古
前
掲
論
文
、
五
六
五

i
五
六
七
頁
、
王
璽
前
掲
書
、
五
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七
、
六
二
、
七
五
自
七
六
、
八
二
、
八
七
、
九
六
3
九
七
頁
。

(5)

王
璽
前
掲
書
、
八
七
頁
。

(
6
)
後
述
す
る
よ
う
に
、
本
書
は
こ
の
部
分
を
第
二
部
第
二
条
の

一
部
と
し
て
引
用
し
て
い
る
(
七
九
、
二
一
三
頁
)
。

(
7
)

印
叶
ぎ
口
問
喝
さ
き
苦
手
一
』
言
、

2
2
z
g
n
E

』向、。
E
S
S
F
F
Dロ
円
宮
口
。
×
町
O
H
【
巳
己
目
〈
日
ω同
月
可
日

ν
H
m
m
p
]戸
市
川
仏
(
)
ヨ
【
》
唱

。。I
H
C
M
-
H
H
H
H
H
N

(8)

外
務
省
記
録
、
四
・
二
・
五
・
八
三
所
収
、
繋
庶
昌
か
ら
井

上
馨
宛
、
光
緒
九
年
八
月
二
十
七
日
、
九
月
初
二
目
、
九
月
初

十
日
、
九
月
二
十
三
日
付
の
各
照
会
、
井
上
撃
か
ら
繋
庶
園
田
宛

て
明
治
十
六
年
十
月
十
八
日
付
文
書
な
ど
。

(
日
)
前
注
の
饗
庶
昌
自
照
会
の
う
ち
、
九
月
二
十
三
日
付
の
照
会

は
本
書
に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
(
一
三
三
頁
)
が
、
照
会
の
前

半
部
分
の
み
に
言
及
し
、
国
際
法
に
依
拠
し
て
日
本
を
批
判
す

る
後
半
部
分
に
は
全
く
言
及
し
て
い
な
い
。

(
叩
)
入
江
啓
四
郎
『
中
国
に
於
け
る
外
国
人
の
地
位
』
、
日
華
関

係
法
律
事
務
所
、
一
九
三
七
年
、
四
五
二

I
四
五
三
頁
。

(
打
)
『
李
文
忠
公
全
集
』
葬
署
函
稿
巻
五
、
「
議
覆
赫
徳
候
陳
」
、

頁
ニ
。

(
吃
)
辞
裾
成
『
庸
童
文
別
集
』
巻
四
、
「
代
李
伯
相
復
曾
星
使
暫
」
、

上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
五
年
、
二
ニ
八
1
一
三
九
頁
。

(
氾
)
村
上
衛
「
清
末
中
国
沿
海
の
変
動
と
制
度
の
再
編
」
『
岩
波

講
座
東
ア
ジ
ア
近
現
代
通
史
』
第
一
巻
、
岩
波
書
庖
、
ニ

O

一
O
年
所
収
、
三
一
一
七
頁
。

(
H
)

本
野
英
一
『
伝
統
中
国
商
業
秩
序
の
崩
壊

l
不
平
等
条
約
体

制
と
「
英
語
を
話
す
中
国
人
」
』
、
名
古
屋
大
学
出
版
会
、

二
O
O四
年
。

(
Z
2
5
H
r
c民
白
色

C
E
Z
E
q
p
E
ω
-
M
(
)
H
F
N
S
E
)


